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組織 にお け るメ デ ィア ・リテ ラ シー
西 田 直 子
〔抄 録〕
高度情報社会におけるメディアの発達により情報を伝達する手段が変化 して きた。
これにより、 コミュニケーションの構成要素であるメディア ・リテラシーが変化 し、
組織のなかのコミュニケーションに大 きな変化 を与 えてきた。組織においてこのメデ
ィア ・リテラシーがどのような影響を与え、どのように関係するのかを明確 にしたい。
最初に、組織を定義 し、組織の目的と特徴を述べ、次に組織 とコミュニケーションの
模型 と機能を述べ、組織 とメディア ・リテラシーとの関係を考え、情報化社会におけ
る組織のなかでのメディア ・リテラシーの重要性を考えたい。




















C.H.ク ーリー(C.H.Cooley)は,部 分の相互依存や統合を含んでお り,意 識的で道徳的な統合
体であ り,高 度な組織体は機械的な体系をもた らす ことがある〉〉と述べている。その組織は、
密接な連帯に理想的に支配された勤勉 と能率のために共感的道徳的動機を持ち、活動を高める
ものである。
C.1.バ ーナー ド(C.1.Bamard)は 、「組織 とは2人 以上の人々の意識的の統括された活動の
諸力の体系である2)」と述べ、T.パ ーソンズ(T.Parsons)は 、「組織 とはある限定された 目標
の達成に第一義的に指向している社会体系である3)」と述べている。つ まり、組織は道具的活
動の統合の一様式である協力関係の体系4〕で、人間が集合 しそのなかである目的を持って活動
する体系(シ ステム)で ある。そして、青井は、特定 目標達成のための地位 と役割のシステム
があ り、そのなかで集団成員に多少 とも行為の規則性がみられ、役割 ・地位の分化 と共通のわ
れわれに意識が見 られる時に、組織が成立する5)と述べている。
組織は、「複数の人間の間で役割を分けもち,そ のわけもたれた役割が全体 として1つ の統一
体 をなして機能している6)」と述べているように、組織の機能的 ・動的側面が強調され、役割
や地位が分化 し、統合 された目標達成のために成員の諸活動 を調整 し、役割や責任の分担をき
め、成員に特定の地位 と権限を与えるという 『組織過程』が成 り立つ。そして、人々は、 目標
達成のために協力 し合い、共同目標達成のために成員が責任 を分担 し、 リーダーシップ、組織
象徴、内部統制などの現象が典型的に現れる 「組織形成」「組織づ くり」が生 じるのである。





動 ・大衆運動の人がお り、人々は貢献 しようとする意欲をもって共通 目的の達成をするときに
成立する8)。組織の要素は、系譜がみ られる。そこでは、対象組織の種類 として、経営組織論、
行政強制組織論、政党組織論,農 協組織論、軍隊組織論、組合組織論,大 衆組織論が存在する。







作用と組織 ヒエラルヒー、適度の機能的自立性 を確保,適 度の緊張を保つがみられるといわれ
ている。
飯野は、バーナー ドの組織の理論の特徴 として、(1)企業ばか りでなく、病院や学校 などの各
種組織体に適用可能な組織の一般理論、(2)人間中心的で、人間尊重の組織論、(3)個としての
person、 自律的な意思決定者 としての人間か ら始まって組織の成立におよびそこにおいて個人
と組織の対立を直視するバーナー ド理論の意義は、初めに組織ありきとして個人の無視 しがち
な伝統的組織論 と比較 して格段に優れている、(4)システム論的な組織論では、下位 システムsub-




M.ヴ ェーバー(MaxWeber)は 、官僚制を 「合法的支配」のもっとも純粋な型 として、支配
の中心的概念 としてとらえている。「支配、すなわち一定の命令に対して服従 を見いだすチ ャン
スは、従順性の種々さまざまな動機 にもとつ くものである。Jこ の動機は、内面的な 「形式
合理性」のエー トスによるものである。この 「形式合理性」のエー トスが、官僚制の秩序 と巨
大な科学技術の成果との適合関係に入 り、官僚制化をいっそうおし進めている12)。
官僚制は、組織の整備 と規模のマ ンモス化において共通にみられる傾向である。企業体 ・官














しようとこころみる、問題に対 して最善の解決を望むという仮説15)である。 しか し、バーナー




主的選択 という感情を維持する機能である。16)」と述べている。公式組織のなかで 「組織 とは
意識的に調整 された人間の活動や諸力の体系17)」と述べ、本来、組織 に関連する人間は合理
的 ・意識的に行動せざるをえないのであるが、その合理性 ない しは意識性は、組織の当事者に
よる論理的な識別、分析、選択の過程として形成 されるのである。官僚制のなかで公式組織の














系 とは、少なくとも一つの明確 な目的のために、2人 以上の人々が協働することによって、特
定の秩序ある関係にあるところの物的、生物的、個人的、社会的諸要素の複合体である19)」と
定義 している。

































パーソナ リティが重要な鍵 となると考える。次に組織に基本 となるコミュニケーションとの関
係について述べる。







バーナー ドは、「伝達の技術 は、いかなる組織にとって重要な要素であり、多 くの組織にとって
とくに重要な問題である。適切な伝達技術がなければある目的を組織の基礎 として採用するこ
とができない場合 もあるか もしれない。25)」と伝達技術 としてのコミュニケーシ ョンの重要性















リーダーシップ論では、 リーダーシップを民主型、独裁型,自 由放任型のように類型化 し民主








において交流すること、②個人や集団 ・組織間において相互に理解 し合 うようにすること、③
個人や集団 ・組織間において相互に納得 し合 うようにすること、④個人や集団 ・組織間におい
て相互に信頼 し合うようにすること、⑤誠意をもって、個人や集団 ・組織間において交流 した
情報 ・意思などを経営目的にあったように活用すること29)と述べている。また、バーナー ドは、
組織理論で、組織 を協働体系 として注目する理由を、第1に 組織システムとし、より大 きな組
織のサブ ・システムと位置付けしたシステム論的組織観をあげ、第2に 人間に対 して限界 はあ












部的事物 と勢力、そのときの状況などの2つ の部分が区別 されるのである。決定は、結局、目
的に達成するために物的世界その他の外的環境を変革 し、逆に物的世界その他の外的環境 にあ






が反覆的 ・日常的 ・定形的であ り、しかもその手順が決められてお り、決定を迫 られた際には
すべて決められたプログラムで行 う、(2)非計画的意思決定は、同質 ・同形態の問題発生が きわ


































































































































































→ コ ミュ ニ ゲ ー シ ョ ンの 流 れ1:メ デ ィア ・リ ァ フ ン ーの 祀 囲
注)組 織 を含 んだ環境 におけるコ ミュニケー シ ョンとメ
注)メ デ ィア ・リテラシーは コミュニケー ションの流 れのすべ てデ ィア ・リテ ラシーの 関係 を示 した。組織 は、 コ ミュニ
の側面に結合 して存在 し関係がある。 小林末男 「経営 におけケー シ ョンが中核 にあ り、それに結合 した メディア ・リ
るコミュニケーシ ョン」拓殖大学経理研究所編 『現代 企業の情報テ ラシーが あ り、伝達、効果 、関係 があ って組織 がな り
とコ ミュニケーシ ョン』拓殖大学経理研究所1985p.275図3た ち
、組織 はあ らゆる環境 のなかで存在 して いるこ とを
示す。 小林 末男 「経営 におけるコ ミュニケ_シ ョン」 の要点 をまとめて作成・
拓殖大学経 理研究所編r現 代 企業の情報 とコ ミュニケー 図2組 織 に お け る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 機 能 と メ
ション』拓殖大学経理研究所1985p.274の 図2を 参照 デ ィ ア ・リテ ラ シ ー の 範 囲
に立体模型図 を作成。




年の情報化により大 きく変化 し、パーソナルコンピュータ(以 下パソコンと略す)、 インターネ
ットの出現により、伝達内容が変容 して きた。この情報技術の進歩に伴う組織の変化 として、
メディア ・リテラシーとの関係について考える。
3.組 織 とメデ ィア ・リテ ラシ ー
1)コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン とメ デ ィア ・リテ ラ シ ー
組 織 の コ ミュ ニ ケ ー シ ョン はあ らゆ る組 織 の プ ロセ ス で重 要 で あ り必 然 的 な もの で あ る。 こ
の コ ミ ュニ ケ ー シ ョンは 、 情 報 源 か らメ ッセ ー ジ を選 択 し、 送 信 機 か ら メ ッセ ー ジ信 号 に 変 え
て 受信 機 に送 信 され る 。 メ ッセ ー ジ は通 信 路 を とお り受 信 機 に伝 送 され 信 号 は メ ッセ ー ジ に変
換 し な さ れ 受 信 者 に手 渡 され る もの で あ る32)。つ ま り、 コ ミュ ニ ケ ー シ ョン は発 信 者 が 「メ ッ
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セ ー ジ」 にエ ン コー ドし、 受 信 者 は そ の 「メ ッセ ー ジ」 を デ ィ コー ドして 意 味 の 読 解 を して伝
達 して い く と述 べ て い る 。E.M.ロ ジ ャー ズ(EverettM.Rogers)は 、 「コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン と
は 発 信 源 か ら受 信 者 へ とメ ッセー ジ を伝 送 す る過程 で あ る33)」、 ま た 「コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン過 程
は 、 発 信 源(S)sourceが 受 け とる 個 人(R)receiverに 媒 体(C)channelに い っ し ょに メ ッ
セ ー ジ(M)messageを 送 る こ とで あ る34)」と述 べ て い る。 また 、 荒 木 は、 社 会 的 コ ミュ ニ ケ ー
シ ョン にお い て重 要 なの は、 そ れ らが い ず れ も人 間 の意 識 の具 体 的 な働 きで あ る精 神 活 動 の 産
物 で あ り、 そ れ らは い つ れ も人 間 が そ の コ ミュ ンケ ー シ ョ ンの た め に作 り出 した 文 字 や 映 像 、
楽 音 とい っ た 形 象 を取 っ て い る と述 べ 、 送 り手(S)、 メデ ィ ア(M)、 情 報(1)、 受 け手 と効
果(R-E)、(e)を エ ン コ ー ドencode、(d)デ ィ コ ー ドdecodeを 基 本 とす る社 会 的 コ ミュ ニ
ケ ー シ ョ ン ・モ デ ル と して す み れ(SMIRE)モ デ ル35)を提 唱 して い る。 こ のす み れ モ デ ル を も
と に メデ ィア、 メ デ ィ ア ・リ テ ラ シ ー を 定 義 す る と、 エ ンコ ー ドした 情 報 に も リ テ ラ シー が 含
まれ 、 メデ ィア そ の もの に も操 作 した りす る リテ ラ シー が存 在 し、 「送 り手 」 自身 が解 読 しエ ン
コー ドす る こ と、 「受 け手 」 自身 が 解 読 しデ ィコー ドす る こ と に よ り情 報 が伝 達 され る36)と考 え
る 。 ロ ジ ャ ー ズ は 、 リテ ラ シー が 読 ん だ り書 くた め に メ ッセ ー ジ を エ ン コー ド した りデ ィ コ ー
ドで で き る程 度 で あ る と考 え、 リテ ラ シ ー の 程 度 の 測 定 は書 い た り読 ん だ りす る こ とが 正 確 に
ア クセ ス で きる 能 力 と正確 に返 送 す る こ と両 方 に よ る37)と考 え られ て い た 。 そ こで 、 コ ミュ ニ
ケ ー シ ョ ンの過 程 の 中 で メデ ィ ア リ テ ラ シ ー が どの よ うに位 置 す る の か を考 え る と、 送 り手 は




注)コ ミュニケーシ ョンが流 れる ときの間にメデ ィ
ア ・リテラシーの作用 し、組織 目的か ら末端 におい
て もコミュニケーシ ョンの状 況と してメディア ・リ
テ ラシーが働 くのである。
図3組 織 に お け る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
と メ デ ィア ・リテ ラ シ ー
パ ソ コ ンの保 有 、 使 用 能 力 、 理 解 力 な どに よ りつ く
ら れ た 送 りた い 内 容(伝 言 ・こ とづ け)を メ デ ィ
ア ・リ テ ラ シー を活 用 して 情 報 に コ ー ド化(エ ンコ
ー ド)す る
。 この と き情 報(伝 言 ・こ とづ け)は メ
デ ィア を使 っ て受 け手 に 晴報 を伝 え る と考 え る。
2)組 織 とメ デ ィア ・リテ ラ シ ー
組 織 に お い て 目標 が 設 定 され 、 協 働 が行 わ れ 、 成
果 反 省 を行 う と き、 図3に 示 す よ うに あ らゆ る部 分
に コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンの状 況 が か か わ り、 そ の 状 況
は メ デ ィア ・リテ ラ シ ー と して エ ン コー ド した 情 報
に も リテ ラ シー が 含 ま れ 、 メデ ィア そ の もの に も操
作 した りす る リテ ラ シ ー が存 在 し、 「送 り手」 自身 が
解 読 しエ ン コー ドす る こ と、 「受 け手 」 自身 が解 読 し
デ ィ コ ー ドす る こ とに よ り情 報 が 伝 達 され る38)と 考
え る。 そ して 、 著 者 は、 メ デ ィア ・リテ ラ シー と は、
情 報 機 器 な どの メ デ ィ ア の 操 作 能 力 お よび 情 報 を取
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り扱 う上での理解、情報収集の活用や研究活動のための能力 と意欲およびメディア活用の倫理
的行動と考えた。 これは図3の コミュニケーションの状況の性状、物理性、記号性、心的性に







である。 目標設定の場合に、多 くの情報を迅速に、性格に、規格的に収集し、あらゆる情報 を
結束 したなかで計画を立案決定し、規格的に均質的に参照的に経済的に容易なものがで きると














化 は、継続的に再構造化され、新 しい組織が登場 し、内部の役割構造 も変化 している。新 しい
タイプの便益が意義を獲得 し、権力 と権威 を手に入れ、組織の役割が変容する。文化や科学の
発展 により、組織 は相互行為の作用に従って変容 し、その変容はコミュニケーションの効果に








エ ー トス」 と結 び つ き、 人 間の 精 神 的諸 能 力 の 弾 力 性 と潜 在 力 を情 報 シ ス テ ム に結 びつ け る た
め 、 「人 間性 復 権 」 が 生 じ る4D。 これ が 、 メ デ ィ ア ・リテ ラ シ ー の程 度 を 最 高 に し、 人 間 の 生 活
改 善 に結 び つ き、 人 間 の 文 化 や 科 学 を よ り発 展 して い く もの と考 え る。 情 報 社 会 は組 織 自体 と
そ れ に属 す る 個 人 を変 容 し、 メ デ ィア ・リテ ラ シー を よ り向 上 す る社 会 構 造 に変 容 して い くと
考 え る。 近 年 の 組 織 で は、 情 報 化 に よる機 器 の 発 展 が 大 き く影響 し、 メデ ィ ア ・リテ ラ シ ー と
い う情 報 に関 す る機 器 利 用 や価 値 観 が組 織 形 成 に増 大 な 影響 を及 ぼ して い る と考 え る。
お わ り に 一
高 度 情 報社 会 にお け る メ デ ィ ア技 術 の 発 達 に よ り情 報 を伝 達 す る手 段 が 変 化 して きた。 これ
に よ り、 コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ンの構 成 要 素 で あ る メ デ ィア ・リテ ラ シー が 変 化 し、 組 織 の な か の
コ ミュ ニ ケ ー シ ョン に大 きな変 化 を 与 え て きた 。 組 織 に お い て この メ デ ィ ア ・リテ ラ シ ー が ど
の よ うな 影 響 を与 え、 ど の よ うに 関係 す る のか を明 確 に した 。 そ して、 組 織 は コ ミュ ニ ケ ー シ
ョ ンの状 況 に よ り影 響 さ れ、 そ の程 度 をみ る と きに メ デ ィ ア ・リ テ ラ シ ー の程 度 が 向 上 す る こ
とが重 要 で あ る と考 え られ る。 今 後 は 、 組 織 とメ デ ィ ア ・リテ ラ シ ー の程 度 が どの よ うに 関 係
す る の か、 科 学 技 術 を先 進 的 に活 用 す る組 織 と して の 病 院 お い て 実 証 して い きた い。
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